
          砂防ボランティアの活動状況集計表

区　分 支　援　団　体　名 依頼者 　　災　害　名 　　　活　動　内　容 調査箇所数 　期　　間 派遣人員（延べ）

県関係 新潟県砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会 新潟県 H16.7.13集中豪雨 土砂災害危険個所の現地調査 ２１８箇所 7/15～20 　４４名

福井県 福井県 H16.7.18福井豪雨
既設堰堤や崩壊・浸食箇所の
調査

２３箇所 7/22～23 　２４名

奈良県 奈良県 国道の地すべりの監視 １箇所 8/18～27 　２９名
愛媛県 愛媛県 台風１５号 被災箇所の踏査、　　写真撮影 １５渓流 8/19、9/29,30、10/5、11/2 　３２名

直轄関係飯豊山系 事務所 H16.7.17梅雨豪雨 緊急臨時施設点検 ５１施設 7/17,18,27,29、8/2,6,9,10 　１６名
阿賀野川 事務所 H16.7.13災害 施設点検 ４施設 7/14, 　　３名
湯沢砂防 事務所 H16.7.17梅雨豪雨 施設の巡視点検 破間川管内 7/18～20 　　３名
四国山地 事務所 台風１５号 現地調査 ５地区 10/6, 　１３名

小計 ７団体 １６４名

新潟中越地震関係　　　　　　　１２団体
県関係 山形県砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会

福島県砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会
神奈川県砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会
長野県砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会
富山県砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会
石川県砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会

直轄関係利根川水系砂防ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会
飯豊山系砂防ｽﾍﾟｼｬﾙｴﾝｼﾞﾆｱ
松本砂防ｽﾍﾟｼｬﾙｴﾝｼﾞﾆｱ
神通川水系砂防ｽﾍﾟｼｬﾙｴﾝｼﾞﾆｱ
立山砂防ｽﾍﾟｼｬﾙｴﾝｼﾞﾆｱ
湯沢砂防ｽﾍﾟｼｬﾙｴﾝｼﾞﾆｱ

合計 ３１７名

  平成１６年は、７月の福井、新潟県での集中豪雨や１０月の新潟県中越地震など多くの土砂災害が発生し、多くの「砂防ボランティア」の方々の支援活動が行わ
れました。支援内容としては、災害直後の土砂災害危険個所や砂防施設の点検を主に行われ延べ３１７名の砂防ボランティアが現地に派遣されました。これは、
阪神淡路大震災時に次ぐもので、砂防ボランティアが組織化されてからは、最も多い派遣者数となりました。

平成１６年における土砂災害の発生箇所に対する「砂防ボランティア」の活動状況　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年１月３１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　砂防ボランティア全国連絡協議会事務局

　特に、新潟県中越地震後の土砂災害危険個所に対する現地での点検調査には、砂防ボランティア団体１２組織、延べ１５３名に及ぶ砂防ボランティアの方々が
参加し、国、県の担当者と一体となって１，４６９箇所の点検が行われました。

10/27～31 １５３名新潟県 H.10.23地震災害 土砂災害危険個所の現地調査
１，４６９箇
所　　　（全
体箇所数）


